
•信頼が生むブランドと数字のチカラ

•～仲間と描くベーカリー経営のこれから～
本セミナーでは、講師及び司会がリアルタイムで質問を確認しています。
疑問や気になる点がありましたら、下記のフォームよりご投稿ください。

※時間の都合上、すべてにお答えできない場合があります。ご了承ください。





大学卒業後、実家のベーカリーに入る。

独学でパンづくりを学び、売上を3倍以上に拡大。

2023年「カレーパングランプリ」最高金賞を受賞。

伝統と革新を融合せたパンづくりを追求。

有限会社クロワッサン
橋爪謙典

宮下と出会った頃



「想いの循環」を生み出したお店は、
売上もスタッフもお客様も、すべてが良い方向へ動き始める。

ハイジ流の「想いの循環」を持ち帰っていただき、
皆さんのお店に活かしていただく。

ブランディング

Point.01 Point.02 Point.03 Point.04 Point.05

SNS活用 見える化 学び コミュニケーション



• 創業：43年前（昭和57年）

• 事業承継：現代表・宮下真彦(9年目)

• 所在地：千葉県白井市

（新京成線「鎌ヶ谷大仏駅」徒歩20分）

• 定休日：月曜日

• Instagramフォロワー数：1.5万人超

• 従業員数：36名（うち正社員14名）

• 役員数：4名

• 平均客単価：約2,200円

・月間来客数：約10,000人＋通販・卸し

・売り場面積 ９坪
・工場 １５坪＋5坪＋８坪＋外



• 本気で簡単に売れ、

10店舗は余裕と思っていた天狗時代

• 父親との衝突で環境の

せいにしていた20代前半

• ３０歳、両親は元のお店に戻り、

自分がお店を任されることに。

・売上20％ダウン、

当時３人いた社員は全員退社



当時の考え

他のお店で売れるものを真似した

ら売れるはず。

石窯のある大型店にすれば売れる

と信じて疑わなかった

松戸のZOPFさんに出会う。

小さな店でも行列。

今のお店のままでもお客が来ると
気づく。



お客様第一ではないスタッフ第一

スタッフは使ってやっていると思ってた。

この言葉と出会い、少しずつ変わっていく

社長とスタッフの距離は１センチ

上下関係は必要だけど、その距離は１センチ

でいい。 自分の経営スタイルに気付く
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「ハイジPRIDE」 という言葉がくれた覚悟

・売れるもの探しに必死な時代
・「ハイジのパンには誇りがある」

というスタッフの一言に救われた。

「笑われたほうが楽だよね」

プライドが高く、ずっとカッコつけていた。

いつも笑いを提供してくれたパートさんの言葉

- 人生に影響をくれた言葉たち-



SMIプログラム 波紋型マネジメント エクスペリエンス
マーケティング

商業界

ワクワクパン屋実践塾 すごい会議 倫理法人会 船橋同友会



ロゴの

リニューアル



BEFOR AFTER



- どこにでもあるパンを、どこよりも美味しく -



ブランドは小さな積み重ね / 近道なく地道が力になる



③ 数字管理と仕組み化（3枚）
• 商品別利益計算シート（売上最適化×利益最大化）
• 人件費ダッシュボード（人時生産性アップ×コスト最適化）
• 棚卸しテンプレート（実原価をリアルタイムに把握）

※ 使い方は動画参照。メリットだけ資料化、ドライブ集約・QR配布。人件費計算表 「人事生産性向上」

商品別利益計算表 「売上最適化利益最大化」

棚卸し表 「仕入れコスト最適化」

ダウンロードと
使い方は配布資料から！

数字の「見える化」







「従業員と組織の心的つながり」

「自ら組織に貢献したい」

という内側からの想い。

退職抑制や長期的なパフォーマンス向上に

つながる社内の雰囲気やチームワークが

良くなり、結果として業績も安定する。

この二つをバランスよく高めることで、

短期的な成果と長期的な組織力、

両方を手に入れられます！

「いい結果を出したら給与が上がる」

「頑張ったら上司に評価してもらえる」

「コンクールで優勝したい」

といった得たい成果が原動力。

短期的に行動を起こす強いきっかけ

になる高いパフォーマンスが

期待できる反面、目標達成後に

熱が冷めやすい。

エンゲージメントモチベーション

- スタッフとのコミュニケーション -



インセンティブ制度  - 報酬以上に「つながり」を強める -



１ 課題の分離

他人の行動はその人の“課題”。

自分は自分のやるべきことに集中しよう。環境は与えられるものの、その後どう動くかは本人次第。

２ 自己承認の大切さ

「他人から認められる」ではなく、自分自身を基準に自分を承認すればいい。

まずは自分で自分に “OK” を出そう。

３ 不完全さの受容

自分の不完全さを認めることで、相手の不完全さも許せるようになる。

互いに「完璧でなくてもいい」という安心感が生まれる。

４ 変化は自分から

相手を変えようとする前に、自分が変わる。

自らの態度やアプローチを変えることで、周囲との関係性が自然に改善する。

５ 他者貢献による幸福

人生を楽に生きる秘訣は「他者を喜ばせること」に集中すること。

自分ができる小さな行動で相手を支えれば、自分自身も前向きになれる。

- アドラー心理学から影響された５つの教え -



× × =
100 100 100

1 1 1

1,000,000

1

× ×パン職人 経営者
サロン

オーナー × ×？

- 100万分の1の存在を目指す -



島やんラーメンオンラインサロン パティシエ有賀の 「オンラインサロン製菓学校」



★ オンラインサロン

ベーカリー・ビジネス・アカデミー



★ 動画コンテンツ・勉強会

ベーカリー・ビジネス・アカデミー



ベーカリー・ビジネス・アカデミー

★ セミナー・オフ会・見学ツアー



- 若手経営者から受ける刺激 -



支え合いながら成長する学び

「いずれは誰かの力に」

「仲間との共有」で生まれる

成長とモチベーション

宮下シェフとの出会いから学んだ

「パン屋経営の変革と夢」

「成功事例からの学び」仲間と共に

ポジティブな変化を実現

忙しいパン屋にぴったりの

「学びの場」

新しい挑戦！
オンラインサロンで得た
「経営の新たな視点と可能性」

「事業承継の悩み」を

分かち合える仲間と出会えた場所

YouTube紹介動画は
配布資料から！

- オンラインサロンの意義 -



「想いの循環」とは

自分の想いを周囲に伝え、周囲からも
想いを受け取り合いながら
信頼・共感・行動がつながっていく状
態のこと

自分 → 家族 → スタッフ → お客様 → 
仲間 → また自分へという順番で想い
を届け、受け取っていく流れ

-「想いの循環」から始まる経営とは？ -

自分
家族
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スタッフ

お客様

仲間



一方的な押しつけではなく、お互いが「共感」「感謝」「貢献」を持って関わ
り合う文化を育てること。

その結果として、
・スタッフがやりがいを感じる
・お客様にファンが生まれる
・経営者自身も成長できる
という“良い循環”が起こり、売上や人材の安定にもつながる。

「ペイフォワード（恩送り）の精神」を大切にし、受け取った支えや感謝を、
次の誰かに返していく文化を育て、その循環がスタッフやお客様、地域に広が
ることを目指しています。

-「想いの循環」から始まる経営とは？ -



僕自身も、これまでいろんな人の想いや支えを受け取ってきました。

そして今度は、それをまた誰かに届けたいと思いながら、日々お店を続けています。

今日お話した中から、一つでもヒントを見つけてもらえたらうれしいです。

僕自身もまだ学びの途中ですが、“自分が作れる平和な世界を”
 をつくっていけたらと思っています。

最後に
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